
2024 年 3 月 12 日 

 専門委員会開催報告 

会合名 2023 年度第 1 回「原子力アゴラ」調査専門委員会 

会議種別 本会議  幹事会  メール審議  その他*（               ）  

*分科会、WG 等具体的に記入のこと 

開催日時 2024 年 1 月 23 日（火） １5：00～16:00  メール審議の場合は開始、終了日を記入のこと 

開催場所 オンライン開催 

参加者名 

【参加者】 （敬称略・順不同）（20 名） 

主査：山口（原安協） 

幹事：長谷川（東大）、白木（三菱重工） 

委員：浅沼（東海大）、大井川（JAEA）、河合（MHI NS エンジ）、小宮山（東大）、 

小山（電中研）、斉藤（東大）、寿楽（電機大）、関村（東大）、中島（京大）、 

奈良林（東工大）、芳原（近大）、三浦（JAEA）、峯尾（JAEA）、 

牟田（阪大）、村田（阪大）、八木（阪大）、山本（名大） 

議事 

1. 開催挨拶 

 山口主査より、本委員会の延長趣旨等をご説明いただいた。本委員会は 2025

年 3 月まで延長される。 

2. 前回議事要旨確認 

 議事録案を確認し、承認された。 

3. 延長申請の内容説明 

 山口主査より、「原子力アゴラ」調査専門委員会の延長申請書に基づき、活動

概要、委員等の紹介・承認が行われた。 

4. 各分科会からの活動報告 

 各分科会主査より、今年度の活動及び今後の活動予定等をご報告いただい

た（「研究炉等の役割検討・提言分科各分科会」（芳原主査）、「大学等核燃お

よび RI 研究施設検討・提言分科会」（牟田主査）、「持続的な原子炉・核燃料

サイクル分科会」（斉藤主査）。 

5. 原子力アゴラ調査専門委員会の今後の活動方針について 

 山口主査より、原子力アゴ原子力アゴラ調査専門委員会の今後の活動方針

案の説明があり、本員会の活動方針を以下のとおり改訂することとした 

＜活動方針＞「原子力の技術の蓄積は、我が国の大切な資産である。本委員

会は、将来の原子力開発・利用について、原子力学会内および外部組織との

横通しのオープンかつ丁寧な議論の場の創出と、それによって得られる知見

や技術を統合する活動、その結果として得られる成果の発信並びに政策提言

を行う。「原子力の研究開発方針のあるべき姿の議論と政策提言の場、―原

子力 Agora―」の構築とその実施をおこなう。」 

 その後、意見交換を行い、提言を実現するための発信方法の工夫や分科会

のニーズに応じた外部組織との連携拡大も図っていくこと等を確認した。 

備考  

 


